
臨床研究に関する情報公開（オプトアウト）について 

 

医療法人伯鳳会大阪中央病院（以下「当院」）婦人科では、不妊治療における手術内容の向上と治

療成績の検証を目的として、以下の臨床研究を実施しております。 

この研究は、当院で手術を受け、その後連携クリニック等で生殖補助医療を継続されている患者様

の診療記録（既存のデータ）を利用させていただくもので、当院医療倫理委員会による承認を得て

実施いたします(受付番号:26-01)。 

このような研究は、国が定めた指針に基づき、対象となる患者様お一人ずつから直接同意をいただ

く代わりに、研究の情報を公開し、拒否できる機会を保障する「オプトアウト」という仕組みを用

いて実施することが認められています 。  

本研究への情報の提供を希望されない場合は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。その場合

でも、今後の診療において不利益を被ることは一切ありません。 

 

1. 研究課題名 

「超音波凝固切開装置を用いた腹腔鏡下卵管切除術後の不妊治療成績に関する後方視的検討」 

 

2. 研究の目的と意義 

卵管水腫に対する手術後の卵巣の機能やその後の妊娠成績を明らかにすることを目的としていま

す。本研究により、現在当院で行っている治療が、患者様への身体的負担が少なくかつ妊娠率を最

大限に高める手術術式として確立されることを目指します。 

 

3. 研究の方法 

• 対象となる方： 2021 年 2 月から 2026 年 3 月までに当院で腹腔鏡下卵管切除術を受けられ

た患者様のうち、必要情報を抽出可能であった方。 

• 調査方法： 手術を行った当院の記録に加え、術前後の治療を行っている連携クリニックか

ら提供される診療情報を統合し、統計的な解析を行います。 

 

4. 利用・提供する情報の項目 

• 年齢、手術内容・結果 

• 手術前後のAMH値、採卵経過（獲得卵子数等） 

• 胚移植の成績、妊娠の経過 

 

5. 情報の管理および個人情報の保護 

収集した情報は、氏名などの個人を直接特定できる情報を削除した上で、統計解析に使用します。

解析結果を学会や論文で公表する際も、特定の個人が識別されることはありません。 

 

6. 情報の提供を行う機関および受領する機関 

• 情報受領（研究代表機関）： 医療法人伯鳳会大阪中央病院婦人科（研究責任者：津田洋之

介、松本貴） 

• 情報提供機関： 本研究の趣旨に賛同し、診療情報を提供いただく連携クリニック各院。 

 



7. 研究への協力を拒否したい場合 

ご自身の診療情報を本研究に使用してほしくない場合は、下記までご連絡ください。解析が既に終

了している場合や論文として公表されている場合を除き、速やかにデータを削除いたします。 

 

8. お問い合わせ・連絡先 

医療法人伯鳳会大阪中央病院 婦人科 

担当者：津田 洋之介 

メールアドレス：y-tsuda@osaka-centralhp.jp  



  AMH

